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令都 l回評議員会の開催

前号所報のとおり， 7月1日をもって特殊法人に改組

された当研究所は， 8月17日午後3時，京京大手町産能

会館において山際日銀総裁， M1i江東銀頭取はじめ評議員

出席のもとに鵠l回評議員会を開催，小林会長挨拶，役

員紹介のあと，京知l所長から特殊法人発足の経過，今後

の運営の方針について報告があり，引き続き事務当局か

ら昭和35年度j収支予釘．ならびに当面の調査研究，広報出

版，資料収集活動についての慨要を報告し， f.~トむな討議

をかさね午後4時i設会した。

。部 11'0.l調査協議会の1；~HIH

~n 阿調査協議会は 9 月 l 日午後 2 時から都道府県会

館において安芸京大教授．板坦一橋大学教授をはじめ20

委員出附のもとに!JH催，京畑所－民の挨拶に引き続き川野

刷所長から研究所概嬰，調査研究体制についての説明が

あったのち，昭和35年度調資研究課題選定について所長

の諮問に応ずるとともに，その他研究所の需品！1.f.研究活動

につき－全間的に意見の交換を行なった。

。昭和35年度部j究研究i出脳

本年J!'.[J;),＇，！査研究課題は，高i！~のとおり調査協議会の諮

問をへて決定された。通産大j立の承認をえて逐次実施に

うつされるが，日下内定の疎地名はつぎのとおりである。

I 共同研究

1 地域研究 (1）アフリカの社会経済制浩（J~ ／i;J.itlH;t社外

wi次J..l;'.i句戸'.t:D,(2）インドネシアの経済桃浩（ー

民大学教絞板邸与一）' (3｝中岡の経済伯郡桝造（ー

総大学助教佼石川被．）

2 資 本 (4) ~·）レマの金融7.J五悩（アジア＊百抗研究所所L1

N：，的英雄）' (5）タイの金融事情（,a述~加藤長HD

3 労 働（6）ピJレマの労働プMU(ILO.i'l先課~i＇公i締

武）， (7）タイの労働！h的 Ci.Uri大学校援船橋尚道）．
4 前 品目（8）アジアにおける巡輪関係機材の叫；要

と間隙競争条件〈白木f.'iliR工業主I!公会的1百l'JPJ!f訪問、作）

5 法 制（0）アジアの経済法（未定〉

6 Vr-1 発 0。経済開発総括委員会（！辺応義~火学制三

山本埜），ωフィリピンの経慌，m発（ー総大学.f.{!-2馬

場啓之助）， ωパキスタンの経済開発（11~民約iii研

究協会l!l!'Jf；月＝上！開丸）， (IJセイロンの経済開発 (i:i

本エ拘ヲ品協会制tr.Ii~ 栗本弘）, {l4）マラヤ・シンガ
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;f,一Jレの経済開発（！VJ治大

ドシナ 3岡の経済開発（アジア終i1r研．先J刃汐；n永回逸

三良日）， 0$メコンJ11の開発〈未定〉

7 土 地納アジアの土地改革（ftf'.,¥ti官必Jl!.Q大和

田啓気〉

8 協 力 0$わが国の海外における企業提携の実

態（経団迎・Ii削以店主藤孝IJ久三）， 0命アツア諸国に

対する諸外国の経済技術協力（日；！.！!limit本lltl!.ti!ll性

研究所主任研究n沿i木健次郎）

9 統 計・ 倒悶別統計（行政管内I庁統計法柳川北川盟），

帥貿易統計（；己注rm::11JK,l1Jll~a."1!長有馬駿二〉

E 個人研究

(1）低1m諮問におけるインフレーション（名古8大切士i’2

1ヒ）II－・雌）， (2）中閣の政治組織（11!以大学IUJ.;'il叫q磁蹄吉〉，

(3）アジアの経済成長とflJM/lt造（Pf1戸大学教十2入江猪太

郎）， (4）インドにおける消抗物資の流通拙造 （（£インド日

本大~J!!,J'rr'".{;;i(；佐々木抑）， (5）ネパーJレの設業と土地制度（jj(

都大学大学院飯i：：，茂），（的アクアの張気変動と経済成長（f!el

立大阪大学・1立ti渡辺太郎）， (7）共産閤の対アクア経済協力

（－！応大・ねえ授野々 村－M),(8）中間における品業生産互

助組ならひ．に初級決訪日三陸合作主Hこ附する研究 Ct6M穴

!'f..:.'.lt1i』｛側提供一郎）， (0）続前成長の型における日本と東

南アジア（未定），帥中間fUhの組織（炉1・戸大学.rd.：！宮下

:J.Ut!J, (ll)欧米の中国研究 C-1r.;1，！－；噌佼村怯事｛i次）， oi 
日本の技術協力とfllJJ越点（取市アジア社浜間健次郎）， M 
タイの米殺生産に！却する日f’先（-rr:アメリカ日本大使館B・Jf't1

長谷川稽彦），制マラヤの3医師（1iiz球大学抗日内田直作）

皿特別研究

(1）ブラジルの経済柿造（N•戸大学経済樹立砂l,"Gifr柴田銀次

郎）， (2）アジアの人仁lm加と経前発！良心1叫大学．加；?j-有宛

三郎）， (3）アツアの繊UfiU医染（五間幼r~mm沈所坂口元三），

(4）アジアの肥料工梁Ct糾 l自"li"JC隊式会社山川孝一！！In, {5）ア

ジアのセメント工・業（未定）， (6）アジアの飼料j藍染（経

企Ii澗f{~:ll!li'/1；口 WHO, (1）低HH発地j或における公共投資の

投資基郁（1司際旅行設大判抑制j也以生）， (8）イスラムにお

ける経済思恕の発展Cw甚大学文学郎氏田村実造）， (9）アジ

アにおける経済統合の可能性と条件 Cu.企，r混合；ih州必

大米佐武郎），制卸 1次r.MM1lfi格変動のメカニズム（－

Iii大学助制i1l、；；)di!i), OU西欧国際カルテルのアジア諸国

に及ぼす拶郡（L：.！応渓盛大学.r.Lf2白石＊）， (12)フィリピンの

産~Hlli造と労働wi治（U!Ji（大学：；：文；空間見谷三・：rr・抗〉
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。資料？J梁活動

資料の収集については， 「アジア経済研究所法」成立

の過艇で，アジア地域のみでなく対象地をアフリカ，ラ

テン・アメリカに拡大する要請があったのに応じて，こ

れら地域の基本的資料の収集を発展させている。

三 アジア経済に閲する論文募集 雪

入手した資料のインフォメ｛ション・サーピスとして

は， 「資料月報J （既刊分11号〉に引をあれ、て「外闘雑

誌記事索引」が9月初めに刊行され， 9月中には「裕之？

目録J,IO月中には「アジア関係統計資料総合目録」が刊

行される予定である。

本年度より 5カ年計百lで行なう総合目錦繍さん事業の

鵠 1年度として， mr特アジア，中近東関係の資料につき

約30機関の協力を求めて 9月より実施にかかる予定で単

価iiを進めている。

またレファレンス・サービスの発展と不可分の｜均係に

あるドキュメンテ｛シ冒ン活動について，広く学識経験

者の]J；見を求めるために昨年度に引き続いて資料技術委

民会会開m：すべしすで、に人還を終わり 9月中には発足

の予定である。

。分室設 1n
アクア経済研究所は， 8月17臼より下記に分笠を設促

し，広報II.I版部が移転し－た。

1'£京都中夫区銀出来6-7 木挽郎新ftil2附 206～8

号室 〈屯話）東京（5'2）吊） 1406～7帯

う「アジア経済」ゼミナール

雲 このたびアジア経済研究所ではアジアにたいす

三る若い世代の興味と関心とをl喚起し，あわせてア

ジア研究の新人を舟見しこれをY-i'成するため，昨

年度に引き続き下a己~仮｛に誌づき「アジア経前」
に関する論文を募集することにした。

回 目…アジア近代化への道

主 1m ...アジア経済研究所

後 扱…日本経済新ll¥111:

i必 ti ...結前企回IT・外務省・大政宗i.文部省・:I；ミ

林省・通商産業物・符．済同体迎合会

応募資絡．．．尚32i：泣51と満のもの

論文枕敬．．・400字詰原稿用紙30枚

品世 切…1明手羽351T三11月15日

あて先…列OiC都中火区銀rtnli6ー7 （木j免郎新

館 21桝）

＝ アジア航ii:f!i)f究所分室広報111版部

雲帯 主f....論文智光一12月1日発表。

ョ言 ロ≫Ji:M:nJJ-12月15悶即 F.I・克去。

ミ賞 金… 1り（ 1結ns万円 2~＇宇（ HM) 3万円

三 3等(1制） 2万円佳作（ 2制） 1万円

ー
－ － 一一四一

アジア純前ftlf究所は， 9月19閃から27日まで， 5日ll¥Jにわたり下記のとおり「アジア経済」ゼミナールをIHlflliする。

I wi 日｜組 名 i区分｜主 報告 者 l i司IJ 報告者

i lフィリピ山｜フィリピンI11(Jj(;k尚一見 川田 侃 i・・ :J.1tiWiM:Jl·.~ti't~ 
9月19日｜キスタ・ンの労働｜一一ー一一十一一一－ ； 

I 】J叫？ ｜パキスタン In本女子大学説袋 松 )TI 均｜ 潟大ii！洋文化研究所l助手

’ ｜中l制協の社会｜民 主．・拓郎大判的 住臨供一郎｜ 日細川助隊式会社

倒医i ．丘

古賀正則

怯附蛾二郎
9月20日｜主義改造と人民トー 『 . ；・一一一一一一…一一一..ーーー…寸ー一一一ー一一

｜公社 人民公社 1，別011,4人公 土井 J存I 限定伝合研究所 山本秀夫

。 1アジアの氏以｛ItI 貿易 1持活！日刷協:l'll'f .；＇~U 功力在久列1j峨制州側
9月21日｜造と対アジア輸｜一一一一…i一一～ー一一一 寸

I I.LI同の産業J持活：政染俳造｜終州側合会、附似古政利久三｜ i附火山川川 林信太郎

古原利 l四

I • ｜イ ン ドin本且カフェ協会抑制民本 弘｜ 三鍋抗研究所 森田普二郎
9月26日｜イン Jtとピルマ i一一一一！日， 一一一一一J

｜の経済開発 ：ピ Jレマ~…l~;l;;tj~JH.2 山本 立｜経企庁制rl'I印 刷普通

｜， ｜イ ン ド｜収京銀行制t滞良 広回弘雄 i：た刀短捌大学設住 木目立行雄
i 9月27SI ~.ンドとフィリト一一ー一一.I
； ｜ピンの金制約｜フィリピジ 1-1,'tk~j~雌 馬場感之助｜三判明究所 弘田川

1. 時 間午後1.00～4.00 2. 場 所沼山会館
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